令和3年度　第1回　仲町・熊野主任ケアマネの会　議事録
令和3年5月12日（水）13：15～13：50　ZOOMオンライン開催
進行：熊野包括　山崎　記録：仲町包括　中谷
1. 挨拶：熊野包括　増子所長より
2. 今後の運営について（包括より）
・主マネの会メーリングリスト作成：今回の議事録もメールで送る。
・会議後、参加者名を記載した議事録を送付する＋熊野包括、仲町包括のホームページに掲載する。
　→本日の参加者の了承を得る。
3. 制度改正について　意見交換　※ZOOM入室対応のため進行順を変更。
・今回の制度改正は、細かい内容が多く、今後ケアプランへの落とし込みをどうするか検討中。
・資料を読み込んでも、よく分からない部分が多い。今後勉強していく。
・不明な点は、都度介護保険課へ確認して行った。
・厚労省の資料に「加算の説明はケアマネが行うこと」と記載あり、困った。
・後手後手に回っているのが現状。
4. 検討事項
1 令和3年度の予定
◆開催回数、時期：◎印が開催月
	
	６月
	７月
	８月
	９月
	１０月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月

	主ﾏﾈ会
	
	◎
	×
	◎事例検討
(小地域の事例)
	
	◎
	
	◎
	
	◎

	ｹｱﾏﾈ
	◎生活保護関係
	
	×
	◎事業者
交流会
	◎小地域ケア会議
	
	◎
	
	◎
	


・（参考）クローバーのさと主催の研修時期→現時点で未定なので考慮不要。
・主マネの会とケアマネほっとタイムは、基本的に交互開催。
・小地域ケア会議、事業者交流会：各１回開催
　→コロナが落ち着いた時期を目安とし、小地域ケア会議を１０月、事業者交流会を９月で予定する。
・事例検討会：主マネ会で2回開催。１回は小地域ケア会議の前、1回は別の時期（感染拡大時期を除く）
・意見交換会：主マネ会で4回開催。
◆開催内容：以下の主マネ会アンケート内容を参考に、今後調整。
・障がい者支援のプラン作成のこと　例）同じ利用者に対して障がいと介護それぞれの見方を学ぶ
・自立支援医療　・地域資源…社協の取り組み（ゆるやかご近所さん）
・生活保護関係…ＣＷの役割（事前確認）年度で交代しているので年度早い方がよいかも→打診中。
・包括の専門職のアピール「どんな時にどんな事で連携ができるか」（医療職、社会福祉士）
◆開催方法（対面式・オンライン）：感染拡大状況次第。オンライン開催ならMAX50名可能。
大人数参加の事例検討は、開催時期を考慮する。
5. 参加者（事業所五十音順　敬称略）　
・クローバーのさと：大附紀夫　福島広子　
・ケアサポートルナ：清水多香子
・ケア21板橋：長澤治子
・生活サポートひまわり：佐々木美智子
・はなまる介護：山内良悟
・熊野包括：増子和人　山﨑咲子　金山拓己
・仲町包括：中川真紀　中谷麻衣子
